
子育て相談 　☎ 32‒2640  地域子育て支援センター ( 志賀町乳幼児保育園内 )

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

総
合
相
談(

無
料)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
と　

き　

２
月
16
日
（
月
）

◆
と
こ
ろ　

役
場
本
庁
相
談
室

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
相
談
弁
護
士　

國
田
武
二
郎
弁
護

　

士
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
名
（
予
定
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
住
民
課
と
富
来
支
所

　

総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
先　

住
民
課

☎
32‒

９
１
２
１

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
《
志
賀
地
域
》

◆
と　

き　

２
月
13
日(

金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

◆
お
問
い
合
せ
先

　

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32‒

１
３
６
３

　
《
富
来
地
域
》

◆
と　

き　

２
月
10
日(
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

◆
お
問
い
合
せ
先

　

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

☎
42‒

２
５
４
５

◆
と　

き　

２
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
せ
先

　

商
工
観
光
課　

☎
32‒

９
３
４
１

も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職

の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

２
月
26
日(

木)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
と
こ
ろ　

役
場
相
談
室

◆
お
問
い
合
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
☎
32‒

９
１
２
２

「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
」

　

子
ど
も
の
死
亡
原
因
の
う
ち
、「
不

慮
の
事
故
」
は
全
体
の
３
分
の
１
か

ら
４
分
の
１
に
も
上
り
ま
す
。ま
た
、

死
亡
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、
事
故
は

日
常
の
中
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
の
大
半
は
、
前

も
っ
て
住
環
境
を
整
備
し
た
り
、
子

ど
も
に
注
意
力
を
つ
け
る
こ
と
で
防

げ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
親
の
気
配

り
と
家
族
全
員
が
事
故
防
止
の
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

乳
幼
児
期
で
気
を
つ
け
た
い
の

が
、た
ば
こ
や
医
薬
品
な
ど
の
誤
飲
・

窒
息
・
や
け
ど
・
転
倒
・
転
落
・
溺

水
な
ど
。
子
ど
も
が
口
に
入
れ
そ
う

な
も
の
や
ポ
ッ
ト
・
炊
飯
器
な
ど
は

届
か
な
い
場
所
に
置
く
、
お
風
呂
場

に
は
子
ど
も
が
一
人
で
入
れ
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に

よ
じ
登
れ
そ
う
な
台
を
置
か
な
い
な

ど
、
生
活
空
間
を
よ
く
見
直
し
た
い

も
の
で
す
。

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

◆
皆
さ
ん
の
相
談
、
行
政
手
続
き
な

ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

午
前
10
時
〜
12
時（
２
／
５
・
12)

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

午
後
２
時
〜
４
時（
２
／
19
・
26
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

午
後
２
時
〜
４
時（
２
／
４
・
18
）

◆
と　

き　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
と
こ
ろ　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　

５
階｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾｣

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

　

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

　
　

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人
。

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

５
時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

固定資産税と国民健康
保険税の納期限は３月
２日(月）までです。

内　

容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み

　

を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の

　

分
別
の
仕
方
を
学
ぶ
。

▼
と　

き　

３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
定　

員　

16
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、

箸

▼
講　

師　

室
谷
加
代
子
氏

▼
申
込
先　

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎
27‒

１
１
５
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
27‒

１
１
５
４

▼
と　

き　

２
月
24
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

て
ん
と
市

　

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど

母
子
自
立
支
援
相
談

長
寿
医
療
・
介
護
保
険
料
の

納
付
証
明
発
行
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
で
、
保
険
料
の
納
付
証
明
の
必
要

な
人
は
、
次
の
連
絡
先
ま
で
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

長
寿
医
療
保
険
料

　

住
民
課
☎
32‒

９
１
２
１
（
直
通
）

　

ま
た
は
支
所
総
合
窓
口

介
護
保
険
料

　
健
康
福
祉
課
☎
32‒

９
１
１
２
（
直
通
）

　

ま
た
は
支
所
総
合
窓
口



事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

今
月
は
児
童
手
当
の

定
例
支
払
月
で
す

耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
工
事
に
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す

平
成
21･

22
年
度
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
受
付

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
自
衛
官
未
経

験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、所
要
の
教
育
訓
練
を
経
た
あ
と
、

予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
す
る
制
度

で
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
21
年
４
月
13
日

　
　
　
　
　
　
（
月
）ま
で

▼
受
験
資
格　

18
〜
34
未
満
の
人

▼
試
験
期
日　

平
成
21
年
４
月
18
日

　
　
　
　
　
　
（
土
）〜
４
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

の
い
ず
れ
か
１
日

▼
お
問
い
合
せ
先

　

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

　

七
尾
出
張
所

☎
０
７
６
７‒

５
３‒

１
６
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
人
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
急
激
な
景
気
の
減
速
に
伴

い
、
雇
用
失
業
情
勢
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
り
、
中
能
登
地
区
を
管
轄
す

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
七
尾
の
有
効
求
人

倍
率
は
11
月
が
０
．
８
２
倍
（
昨
年

同
月
１
．
０
７
倍
）
と
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
は

な
か
な
か
就
職
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
就
職
で
き
る
よ
う
求

人
の
申
し
込
み
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
羽
咋

☎
22‒

１
２
４
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
22‒

０
９
４
２

平
成
21
年
１
月
１
日
付
で
、「
志
賀

町
既
存
建
築
物
耐
震
改
修
工
事
費
等

補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
要
綱
は
、
地
震
に
よ
る
建
築

物
の
倒
壊
な
ど
の
災
害
を
未
然
に
防

止
し
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
木
造
既
存
建
築
物
（
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
）
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用

羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
が
発

注
す
る 

建
設
工
事
、 

測
量･

調
査

･

設
計･

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、  

物
品
購
入
等 

を
受
注
す
る
に

は
、「
入
札
参
加
資
格
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
21
・
22
年
度
の
受
け
付
け
を

平
成
21
年
２
月
２
日
か
ら
27
日
ま
で

行
い
ま
す
。
提
出
方
法
お
よ
び
申
請

書
の
様
式
な
ど
に
つ
い
て
は
、
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

お
問
い
合
せ
先 

羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課 

企
画
監
理
係

☎
22‒

６
６
１
０
・
22‒

６
３
１
５

 http://w
w
w
.hakuikouiki.jp

児
童
手
当
は
２
月
10
日
、６
月
10
日
、

10
月
10
日
が
支
払
日
で
す
。

　

支
払
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
そ
の
直
前
の
日
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

今
回
は
、
２
月
10
日
（
火
）
に
10

月
分
〜
１
月
分
を
支
払
い
ま
す
。

　

振
込
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
金
融
機
関
の
通
帳
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課　

☎
32‒

９
１
２
２

◇
赤
住
の
中
野
聡
子
様
か
ら
児
童
館

に
「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
」
の

ビ
デ
オ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
募
集
し
ま
す

管
理
公
社
作
業
員
（
日
々

雇
用
）
募
集
し
ま
す

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

◇
耐
震
診
断
の
補
助
限
度
額

　
　

８
万
円

◇
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
限
度
額　

　
　

70
万
円

　

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。　

☎
32‒

９
２
１
１

冬
の
日
本
海
波
祭
り

　
　
「
大
漁
鍋
大
会
」

　

魚
介
類
を
中
心
と
し
た
冬
の
味
覚

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
、
地
元
西

海
公
民
館
が
富
来
漁
港
で
開
催
し
ま

す
。
大
漁
鍋
を
は
じ
め
、
シ
ー
フ
ー

ド
カ
レ
ー
や
地
元
特
産
の
甘
エ
ビ
、

バ
イ
貝
な
ど
新
鮮
な
魚
介
類
の
直
売

も
し
ま
す
。

開
催
日　

２
月
11
日(

祝)

 
 
 
 
 

午
前
10
時
か
ら

お
問
い
合
せ
先

　
　

西
海
公
民
館
長　

大
野　
　

堯ぎ
ょ
う　

　

☎
45‒

１
２
０
７

　
（
財
）志
賀
町
公
共
施
設
等
管
理
公

社
で
は
、
平
成
21
年
度
に
作
業
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
職　

種　

外
務
作
業
員（
日
々
雇
用
）

▼
人　

員　

若
干
名

▼
対
象
者　

志
賀
町
に
居
住
す
る
お

お
む
ね
55
歳
か
ら
63
歳
ま
で
の
方

で
草
刈
機
な
ど
の
取
扱
い
が
で
き

る
人
。
詳
し
く
は
管
理
公
社
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期　

限　

平
成
21
年
２
月
20
日（
金
）

▼
連
絡
先　
志
賀
町
高
浜
町
ワ
の
135
番
地

　
　
　
　
　

☎
32-

５
５
５
１

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳

志
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

◇
大
坂
の
坊
野
み
よ
子
様
か
ら
、
亡

夫
庄
太
郎
様
の
供
養
と
し
て
社
会

福
祉
向
上
に
10
万
円

◇
志
賀
町
婦
人
加
工
連
絡
会
様
か

ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市
の

収
益
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
向
上

に
１
５
，
０
０
０
円

◇
川
尻
の
岡
田
勉
様
か
ら
、
亡
母
孝

子
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉
向

上
に
10
万
円



≪とぎ男爵オーナー制度≫

※収穫時期は、7月下旬～８月上旬予定です。 　
１区画約15㎡で、40㎏補償します。

≪とぎ林檎オーナー制度≫
品種名 募集数 契約金

男　　　爵 120区画画 5,500円
北　　　灯 30区画 6,500円
メークイン 10区画 5,500円
黄爵 (とうや ) 20区画 6,500円

品種名 募集数 契約金 収穫時期
つがる 8本 10,000円 ９月中旬頃
千　秋 ５本 10,000円 10月上旬頃
陽　光 20本 12,000円 10月下旬頃
王　林 ７本 10,000円 11月上旬頃
ふ　じ 4０本 12,000円 11月中旬頃

※収穫時期は、天候により多少ずれる場合があります。
　林檎木１本につき90個補償します。 

≪健康農園オーナー制度≫

《応募方法およびお問い合せ先》

※１区画あたり約50㎡、香能の丘の健康農園（貸し農園）
　で、色々な野菜作りを始めてみませんか？
　農機具等の貸出し、栽培のアドバイスも行います。

規格面積 募集数 契約金
１区画　50㎡　 20区画 5,000円

※期間は、平成21年４月１日～22年３月31日です。
※個人のほか、各種団体の受付もします。

【応募資格】収穫時に当農場に来園できる人に限ります。
【応募方法】ハガキまたはＦＡＸで郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、電話番号、希望品種名、
　　　　　　契約数をそれぞれ明記して申し込みしてください。
　　　　　　なお、来年度より契約金は４月に支払っていただきます。 
【募集期間】男爵オーナー、林檎オーナー、健康農園ともに
　　　　　　　　平成21年２月２日 (月 ) ～平成21年２月27日 ( 金 ) 必着
   　　　　　　＊ご応募多数の場合は、抽選となりますのでご了承ください。

（抽選結果は、後日連絡します。）
【お問い合せ・申し込み先】
㈶志賀町公共施設等管理公社　〒925-0141　石川県羽咋郡志賀町高浜町ワ -135   ☎ 32-5551   FAX 32-5552
志賀町とぎ実験農場　　　　　〒925-0565　石川県羽咋郡志賀町香能ろ -64　     ☎ 42-2617   FAX 42-2613
　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.shika.lg.jp  

ごみ処理施設使用料が改訂になります
平成21年４月１日より、リサイクルセンターへごみを持ち込むときの使用料が変更になります。

ごみ分別の徹底をお願いします

クリンクルはくいからのお願い

　クリンクルはくいのごみ燃料化施設では、燃えるごみの中に大きな金属
の塊が入っていたために、機械が停止してごみ処理ができなくなる事故が相次いで発生しました。機械が故
障した場合、修理には多くの費用がかかり、修理期間中はごみ処理ができなくなります。燃えるごみには絶
対に金属類を入れないよう、ごみ分別の徹底にご協力をお願いします。

 お問い合せ先　　羽咋郡市広域圏事務組合環境保全課　TEL　27-1153

家庭から持ち込む者 事業所から持ち込む者
　　（基本額）100kg以下 　　　320円　→　420円　 　　1,580円　→　2,100円
　　（加算額）10kgごとに 　　　　32円　→　　42円 　　　158円　→　　　210円

クリンクルはくいクリンクルはくい
からのお知らせからのお知らせ



環境放射線監視結果
　石川県、志賀町および北陸電力㈱は平成２年７月から発電所周辺の環境放射線
監視を実施しています。平成20年7月～9月分の調査結果がまとまりましたの
で、その概要をお知らせします。
　今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

■　空間放射線（平成20年7月～9月）
石川県および北陸電力㈱が実施している環境放射線観測局における線量率の測定結果は次のとおりです。

測 定 地 点
単位 : ナノグレイ (nGy) ／時

志 賀 観 測 局

赤 住 観 測 局

直 海 観 測 局

五里峠観測局

福 浦 観 測 局

熊 野 観 測 局

風 無 観 測 局

土 川 観 測 局

大 津 観 測 局

モニタリングポスト１

モニタリングポスト２

モニタリングポスト３

モニタリングポスト４

モニタリングポスト５

モニタリングポスト６

モニタリングポスト７
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今四半期の測定結果

過去の測定結果



◎グレイ
　　いろいろな物質に放射線が当たるとき､ 吸収される放射線量
　を測るものさしが、グレイ (Gy) です。
　　10億分の１を表すナノ (n) を用いて､ ナノグレイ (nGy) と
　いうように使います。

◎ベクレル
　　放射能（放射性物質が放射線を出す能力）の強さを測るもの
　さしが、ベクレル (Bq) です。

■　環境試料中の放射能（平成 20年 7月～ 9月）
　環境試料について測定された人工放射性核種はセシウム -137 及びストロンチウム -90 で、それぞれの放射
性核種の濃度範囲は次のとおりです。なお、これらの人工放射性核種は、過去の核実験などによって広く自
然界に存在しています。

■　志賀原子力発電所の運転状況（平成 20年 7月～ 9月）

測　定　試　料
単位：ベクレル（海水はミリベクレル）

 0.01    　　 0.1    　　　   1     　　    10   　　    100　　   1000 
備　　考

降　　下　　物（雨水ちり） 検出されず｡ １㎡当たり (1か月間 )

大気中放射性物質
(大気浮遊じん） 検出されず｡ 空気 1㎥当たり

陸　水 (水道水・河川水） 　　　　トリチウム 1リットル当たり

土　　　　壌
セシウム -137

乾燥試料 1㎏当たり
ストロンチウム -90 　

松　　　　葉 　　　　　　　　セシウム -137 生試料 1㎏当たり

牛　　　　乳 検出されず｡ 1リットル当たり

ス　　イ　　カ 検出されず｡ 生試料 1㎏当たり

海　　　　水 セシウム -137　　　　 1リットル当たり

海　　底　　土 検出されず｡ 乾燥試料 1㎏当たり

藻　類（ホンダワラ、ワカメ) 検出されず｡
生試料 1㎏当たり

魚介類（サザエ、マダイ、チダイ、ヒラメ、
アジ、マコガレイ、メバル　　　 ) 検出されず｡
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年　月　日 内　　　　容

(平成19年７月７日) 第11回定期検査開始(1号機)
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